
テ

ロ

レ

ン

に
ふ
る
小
委
の

品
種
鑑
識

ア

x 

ノ

Jν 

法

ご

の

比

較

農

事

博

士

近

藤

高

太

良~

笠

原

安

夫

-
、
緒

言

小
委
に
フ
ヱ

J
ラ
1
ぜ
が
存
在
す
る
時
は
、
小
萎
を
フ
ヱ

J
l
t
w
溶
液
に
て
庫
理
す
れ
ば
、
フ

z
y
f
t
p
は
フ
Z

ノ
1
ラ
ゼ
に
よ
り
て
酸
化

せ
ら
れ
て
赤
褐
色
を
呈
し
て
小
委
に
着
色
す
る
た
り
。
之
と
同
様
に
、
小
萎
に
若
し
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
が
存
在
す
る
時
は
、
チ
ロ
シ
ン
溶
液
に
セ

・

慮
理
す
れ
ば
ヂ
R

V
シ
を
酸
化
し
て
小
萎
に
特
殊
の
着
色
を
附
興
す
べ
し
・

-
F
h
る
見
地
上
り

L
で
、
裁
に

ωチ
ロ
シ
V
に
よ
る
小
委
の
品

種
鑑
識
の
賓
験
を
行
ひ
た
り
。
又
仰
フ
ヱ
ノ
1
ル
着
色
に
て
は
品
種
の
直
別
し
得
ら
れ
ざ
る
小
委
品
種
も
、
チ
ロ
シ
ン
法
に
よ
れ
ば
、
或
は

匪
別
'
毎
る
場
合
も
あ
る
に
あ
ら
や
や
と
も
考
・
へ
ら
る
る
が
散
に
、
チ
ロ
シ
シ
法
の
結
果
を
既
報

ο
g
oの
フ
ヱ
ノ
1
ル
法
の
結
果
に
比

較
し
た
夢
。
吏
vh
叉
mwチ
ロ
苧
?
1
ゼ
は
チ
ロ
シ
Y
の
み
色
体
ら
・
ザ
フ
ミ
ノ

1
ル
b
h
も
酸
化
す
る
作
用
あ
る
が
故
に
、
担
り
に
小
穿
が
フ
モ
ノ

ー
ル
及
び
チ
ロ
シ
シ
を
酸
化
す
る
も
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
及
び
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
が
共
存
し
て
作
用
せ
し
か
、
或
は
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
皐
猟
の
作
用
に

よ
る
か
明
か
念
ら
や
。
依
っ
て
フ
ヱ
ノ
ラ
l
ゼ
と
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
と
の
存
在
に
つ
き
て
も
比
較
研
究
を
行
ひ
た
り
。

占

T

ロシ
y
に
主
る
小
委
の
品
種
鑑
識

一
六
七



チ
ロ
シ
y
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
識

一
六
八

二
、
チ
ロ
シ
ナ

1
世

の

作

用

チ
ロ
咋
ナ

1
ゼ

2
司
8
E
g
v
は
チ
ロ
手
シ
誼
ユ
チ
ロ
シ
ン
誘
噂
恒
等
を
酸
化
し
で
メ
ラ
=
ン
ミ
冊
目
B
E
V
様
物
質
を
生
や
る
酸
化
酵

素
た
り
・
而
し
て
ヂ
ロ
シ
ン
に
作
用
す
石
時
は
、
失
の
一
一
一
階
梯
の
反
癒
を
呈
す

LCO。
印
ち
、

)
 

4

・a( 
チ
ロ
シ
ン
が
赤
色
物
質
に
費
化
す
。
此
費
化
に
は
酸
素
と
酵
素
と
を
要
す
。

(2) 

此
赤
色
物
質
が
無
色
物
質
に
費
化
す
。
而
し
て
此
鑓
化
は
自
費
的
に
し

τ、
チ
ロ
シ
歩

1
ゼ
を
要
せ
歩
。
鍵
む
れ
ば
此
饗
化
は
速
か
左

り

(3) 

次
に
此
無
色
物
質
が
酸
化
せ
ら
れ
て
‘
暗
色
の
メ
ラ
Z

シ
〈
玄
骨
H
S
E
V
と
な
る
・

よ
り
て
加
速
せ
ら
る
と
・

チ
ロ

ψ
す

L
d
t
と
共
に
『
V

ヱ
s
e
-
7
1
ゼ
の
存
在
に

チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
は
チ
ロ
シ
シ
の
み
な
ら
や
、
之
に
類
す
る
化
合
物
に
も
作
用
す
。
そ
の
中
に
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
、
.
ハ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
等
も
存

在
す
。
此
結
よ
り
す
れ
ば
、
既
報
小
萎
が
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
着
色
す
る
は
単
に
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
の
み
怠
ら
歩
、
又
チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
に
も
よ
る

も
の
な
ら
ん
か
と
疑
は
る
L
な
り
。
著
者
等
は
前
報
に
於
て
は
小
委
の
着
色
は
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
に
よ
る
も
の
な
ら
ん
と
迷
ぺ
し
も
、
更
に
考

究
の
必
要
あ
る
が
故
に
‘
此
賓
験
に
於
て
は
、
此
離
に
開
し
て
も
研
究
せ
る
と
と
既
越
の
如
し
・

-
品
、
チ

ロ
-y 
-;，; 
着

色

法

一
、
試

襲



試
嘆
の
調
合
法
は
、
次
の
《
A
V
(
B
)
ニ
法
に
よ
れ
り
。

〈

A
V

始
め
同
¥
5
g
o
H・同内国
%
P
3・。吋∞何回ロ
F
V
と
同
¥
呂
B
O
H・
2
2
E句。‘凶岡山陣。《
H
H
・∞吋⑤加

S
F
)

と
を
作
り
、
次
に

0
・一

8

チ
ロ
ジ
シ
を
前
記
の
溶
液
燐
酸
第
一
加
盟
一

oouと
燐
酸
第
二
曹
建
一

0
0
目
と
'の
混
合
液
に
加
熱
溶
解
し
て
試
襲
と
た
す
。
而
し
て
昭

和
一
四
年
の
賓
験
に
於
て
専
ら
此
試
薬
を
用
ひ
た
り
。

二
、
着

色

法

チ
ロ
シ

Y
0・0
五
8
を
0
・
0
四
必
の
無
水
決
酸
曹
達

(
Z
Sの。蝿〉一

o
o
u
k加
へ
℃
加
熱
溶
解
し
て
作
り
た
る
も
の
に
し

て
、
昭
和
一
七
年
の
賓
験
に
於
て
用
ひ
た
り
。

(

B

V

 

を
一
目
宛
注
加
し
て
橋
氏
二

O
度
に
置
き
た
り
。

小
菱
を
一

O
粒
宛
試
験
管
に
入
れ
、
蒸
溜
水
に
浸
潰
し
、
播
氏
二

O
度
に
二
四
時
間
置
き
た
る
後
に
水
を
去
り
、
前
試
薬
チ
ロ
シ
ン
溶
液

か
C
す
れ
ば
小
婆
粒
の
表
面
は
、
始
め
一
時
間
後
に
徴
褐
色
を
呈
す
。
後
に
時
間
を
経
る
に
従
ひ
て
、
黒
褐
色
の
メ
ラ
=
ン
を
生
じ
て
、

之
が
液
面
及
び
液
中
に
浮
措
附
し
て
植
を
着
色
す
。
ょ
っ

τ授
積
三
時
間
後
及
び
二
四
時
間
後
に
小
奏
粒
の
着
色
及
び
主
と

L
て
溶
液
の
色
を

ば
浪
色
、
中
色
、
淡
色
及
び
不
着
色
に
区
別
し
た
り
。

圏
、
チ

ロ
シ
ン

の

賓

蟻

チロ
y
y
に
よ
る
小
褒
の
品
種
鑑
識

一
六
九

昭
和
一
四
年
産
の
小
委
品
種
一
五
八
種
を
用
ひ
て
、
昭
和
一
四
年
八
、
九
月
に
前
記
の
方
法
に
よ
っ
て
、
チ
ロ
シ
シ
溶
液
の
着
色
試
験
を
行

ひ
た
か
。
而
し
て
慮
理
三
時
間
及
び
二
四
時
間
後
に
小
委
及
び
ヲ
ロ
シ
シ
溶
液
を
槍
定
し
て
、
浪
色
、
中
色
、
演
色
、
不
薄
色
の
四
種
ー
と
な



手
回
し

Vν
に
よ
る
小
奮
の
口
四
諸
制
調
義

じ
、
そ
の
着
色
を
ば
量
に

ω∞
的
小
山
貰
蟻
し
置
き
た
る
7

Z

ア
ー
ル
溶
液
に
よ
る
小
萎
の
着
色
の
準
決
と
比
較
し
た
り
・
チ
ロ
シ
シ
溶
液
の

一
七
O

〈

イ

〉

着
色
を
ば
、
リ
ツ
ヂ
ウ
ヱ

l
標
準
色
に
で
現
は
せ
ば
4

近
似
色
は
弐
の
如
し
‘

三
時
間
後
の
渚
色

A

ペロ
V 議

色

-
A
M
E
n
g
g
p
g
又
は
巴
∞

Z
C
E
S
S
-
u
z
σ
或
は
開

npuzσ

中

色
・
:
巳
ち

:
M
U
R
g
E
旨

3
又
は
宮
町
開
門
E
・02
σ

決

色
:
僅
か
に
着
色
が
認
め
ら
る
h
程
度
に
し
て
殆
ん
uc
不
鳶
色
訟
え

E
V
E
5
2二
号
ロ
よ
り
穂
波

k

二
四
時
間
後
の
着
色

議

色
・
:
小
察
組
P
表
面
に
、
黒
抽
色
の
徴
細
粉
末
の
色
素
宮
市
H
E
E
様
物
質
を
附
着
し
、
此
物
質
が
液
商
に
又
液
中
に
禰
散
す

る
篤
め
に
、
溶
液
の
着
色
は
足
。
信
認
め
昌
司
と
な
る
・

中

色
:
・
黒
褐
色
の
メ
ラ
ユ
ン
が
前
者
よ
り
少
く
し
て
、
液
の
色
は

E
Z
宮
O
信
回
帽
の
『
白
河
と
た
る
・

演

色
・
・
・
メ
ラ
-
-
u
J

が
極
め
て
少
量
に
し
て
、
僅
か
に
粒
の
表
面
に
附
着
せ
る
を
認
む
る
の
み
に
し
て
、
溶
液
の
色
は
微
か
に
着
色

し
た
る
か
の
程
度
に
し
て
不
着
色
に
近
し
.

玉
、
チ
ロ
シ
シ
の
賓
蟻
結
果

前
途
の
却
〈
、
賞
品
帽

L
た
る
鵠
果
は
、
第
三
突
の
如
L
・

第
一
表
に
よ
り
定
明
か
怠
る
と
と
は
、

T
冒

AY

V
漕
棋
の
着
色
の
準
決
と
、

フ
ヱ
ノ
1
ル
に
よ
る
粒
色
の
謹
哉
と
は
相
一
致
し
て
、
弐
の



チロシン溶液の着色並にヲコ且ノール着色との比較

サロシ色γ溶 フヱノール
チロシ γ浴

フェノール

品種名 話置の費
11者理CliU暴粒 品種名

液の轡色
慮の輝着申色E録院

3時2124時間の色 3時間1:時里
後者 後着色 後者色使者

• 

響損壊褐詩色

赤童書不知1獄 濃色 漉色 滋察褐色 儀内 54扱 iI色 温色

農林 3 務 滋色 温色 黒褐色 南九州'11貌 祖目色 iI色

‘ 札幌春d、軍事9 iI'J色 i慶色 湿察褐色 犬弁上 7盟主 滋色 浪色 首農業補色
農桃 1 競 漉色 温色 黒褐色 ヨE海 54貌 温色 源色 黒褐色

宮‘域椙州58 濃色 漉色 混然褐色 濠洲 1I露3 漉色 自慢色 褐調茶色-i箆諸民
陸著書 1 鍛 滋色 讃色 纏紫褐色 " 1 5銑 申 温色 iI茶褐色
~ J1- 唱す 温色 援色 黒褐色 露 15獄 浪色 滋色 iI紫褐色

赤達磨埼1銭 温色 滋色 温繁褐色 農桃 6 軍軍 市 i8I色 黒褐色

農桃 7 t，t 讃色 温色 滋書提褐色 バラパラ2競 温色 滋色 黒褐色

西村 滋色 担色 濃繋褐色 昭和 市 漉色

滋話置8察F?昆茶4鴇iず農褐色売を色に伊賀事Ulォν
濃色 混色 源紫褐色

Garnet 
波色 議色τ2' :;.-' 。悦a.wa

色祖目?昆 補Huron 
信横溢不知 源色 濃色 泡繋褐色 Ot国wa 温色 議色 業補色

珍子 1 貌 i贋色 濁色 黒褐色 Ma:均四包 滋色 滋色 黒褐色

奈良三尺2重量 混色 渡色 黒褐色 CenNI 漉色 混色 黒禍色

江島 1 翁 iI色 漉色 黒褐色 Red Bob! 滋色 漉色 iI察手島色

金 比 羅 議色 混色 黒褐色 Progre咽 漉色 漉色 漉繁補色

早熟赤毛 滋色 温色

，環黒EgSのず褐朝設補E色色
Ganlet以沼7 濁色 滋色 iJ茶褐色

ト 11- コ 積色 漉色 Tlll'kl骨y 滋色 滋色 黒補色

赤 司、 重喜 浪色 温色 11宙開本d、聖書 渡色 申 黒褐色

露間際29 滋色 温色 黒褐色 TOL.satnVeduufwIdezp. i拍Zenc-he 
渡色 渡色 黒禍色

自漏作 申 温色 黒褐色 T.295 

筑 前 滋色 滋色 漉製補色 '&r.AVmulegr..TE.B4E4l1 -狽色 漉色 海察手間色
富国 機色 温色 黒禍色

TZIE.cVhqteIng..ET.∞41h2 • 
鴻場 4 競 温色 讃色 JI補色

漉色 漉色 黒褐色

• 8 • 滋色 海色 黒褐色 " T.416 淡色 淡色 褐淡茶色褐一茶
11 37貌 混色 温色 漉紫禍色

11 lute同組8
漉色 滋色 黒褐色ヨ以32

第一表

チ
ロ
タ

y
に
よ
る
小
裂
の
品
漕
鑑
識

-t:: 



チ
ロ
シ

y
に
よ
る
小
畠
置
の
品
種
鑑
識

?匂

チロシン溶
7':!C.1ーJJ，

品種名
液の着色

慮色理の普乾燥粒 品種名 後3液者時の色隣空同|後色時者色間慮の理着乾色燥粒後3酒時色間I扇後省時色間

T.Vulg4，94I1n4 t・濃色 温色 黒褐色 量車 不 知 淡色 中
9ず滋茶6褐黒茶褐色褐に色色混2 

escen目

W叩苛oe2・ 海色 渡色 黒褐色 鳳 Ul 豪 淡色 '申rmum 

骨 73)13 滋色 II色 黒褐色 伊賀筑後 淡色 申 茶褐色

"， Hostianum 申 申 茶褐色 貞 窃 圭
申 申 茶褐色

H，ferug7i3n4e2u6 m 申 滋色 首里茶褐色 白 サ ヤ 淡色 申 茶褐色

Banatka 8al. 

，温量6臨集積昔話舎

赤カラ 中 申 茶褐色

84262 淑色 漉色 2盟諸 1貌 中 .申 自慢茶褐色
T. 8pelta T. 27 扱色 滋色

T.28439 
細 稗 中 中 茶褐色

担 淡色 中 渡茶褐色

T. durum40173 茶褐色-i!f茶
鴻換 7 披 申 申 司直茶褐色

淡色 申
革路

" 2 5盟主 中 中 茶褐色
T.お 淡色 淡色 不着色

" 26貌 申 申 淡茶褐色
T. turgidum 滋色 海色 黒褐色

褐i震茶色褐一茶畿内 4 披 淡色 申
申 申 i腹茶褐色

相Ue域 11 9.銃 申 Eド 茶褐色
後色 中 茶褐色

淡茶褐色に
か 16貌 淡色 申 茶褐色

新国早生 申 申
黒褐色i鑓ず

" 56鍛 申 申 茶褐色
白 t自主 同日 中 濃紫褐色

m 埼玉小餐27 褐茶褐色ー滋茶
市 63貌 中 中 茶褐色

申 中
南九州10M 淡色 申 茶褐色

椙升l 申 申 茶褐色
褐茶褐色ー滋茶大原 2貌 申 中

早生小型書 申 中
猿9茶4禍茶色黒褐に色18 

事時寧白餐 申 申 信5葉89966混褐黒碕茶褐色とヨ持1!I、竹 中 中 内 精色
混ず

肥後 1貌 淡色 中 古車茶褐色 杭 肝l 中 中

申 生 白 淡色 申 茶褐色 自 億 蚕 淡色 中 茶褐色

畠田小型寄 淡色 中 茶褐色 浦 ロ 中 申 混禦褐色

セイチコ 中 申 首里茶褐色 五 :A 頭 中 申 褐茶褐色ー滋茶

厳島シプレー 申 申 i民茶褐色 額 tH 後色 申 滋茶褐色

早 d、 習是 申 中 茶褐色 ilI州3量置の1 申 中 茶褐色

早 坊 主 申 中 滋茶褐色 自小委 1M 淡色 中
積荷奈薬掃禍色台「色混ーにず護累家

新珍乎 1軍軍 申 申 混茶褐色 大 黒 不着色 中



チロジY溶 J_ー， .. 

名|液の者色 li通長長長
3 時酌I~時間|の着色
後者色|後着色T

稽品種E 
目

色褐書E小委|不着色|淡色ロ山申中珍妨

淡茶褐色

旗 |不着色|淡色 1淡茶褐色

尺|不着色l淡色 l罷一蹴
茶褐

一」白色手島茶申申自主1 米

色コポレ八石原着色i淡色色禍ヲ長申申撹5 " 
淡茶褐色江.島柿.1J1不着色1i爽色色禍斉写申淡色早生坊主

淡茶褐色淡色淡色皮赤

銅li・l犠;内5貌

赤色平島茶申淡色赤ポロ 1披

-F
ロ
シ
げ
ず
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
識

貌!不着色|淡色5 箆桃

勝優色

申

中

申

淡色

出

ヨ

笑

ツ

自

チ

色淡

泊

艶
む

不

赤
力
船
且
罰
委

J

制
宮
5

花

件

守

喧

，

目

、

8

・T

!

島

海

勝

中

江

西

脇

・

色

色

色

紫

色

禍

禍

根

褐

茶

茶

染

色

茶

温

漉

浪

褐

滋
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淡茶褐色

色者不

淡色

淡色

淡色

淡色

申

申

申

申

淡色

淡色

市
甲

PU岨 52

Che8ter 

Hard 
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I Velvet 
茶褐色
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閥
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色者

淡色

淡色

淡色

淡色

淡色

淡色長

スネキロ 15
鍛

自遼露軍埼1務
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新 申

淡色原
一
七
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ヂ

国

少

γ
に
よ
る
小
畠
置
の
品
種
髭
議

}
七
回

関
係
に
あ
る
を
認
む
。

チ
ロ
シ
ン
溶
液
、
二
四
時
間
後
の
着
色

フ
ヱ
ノ
I
ル
一
%
溶
液
に
て
こ
四
時
間
慮
理
後
の
乾
燥
粒
の
着
色

浪

よ4

中決不

着

色

不

着

色

襲
褐
色

か
く
の
如
〈
チ
ロ
シ
シ
反
臆
と
フ
ヱ
ノ
l
ル
反
態
と
一
致
す
る
故
に
、
そ
の
原
因
は
こ
様
に
考
へ
ら
る
.
卸
ち
チ
ロ
シ
ナ
l
ゼ
と
フ
ヱ
ノ

前
壊
の
貰
験
に
於
て
、
小
要
は
チ
ロ
シ
シ
を
酸
化
し
て
メ
ラ
品
シ
様
物
質
を
生
ぜ
し
故
に
‘
チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
の
存
在
は
碓
置
な
り
・

さ
れ

-
7
1
ゼ
と
が
共
存
し
て
、
共
に
作
用
せ
し
か
、
或
は
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
の
作
用
の
み
に
嗣
す
べ
き
か
な
り
。
之
に
つ
き
て
は
後
に
研
究
せ
り
。

7

ヱ
ノ
1
ル
反
躍
と
チ
同
シ
シ
反
臆
と
は
並
行
的
に
起
る
が
故
に
、
フ
Z

J

I

ル
に
よ
り
て
鑑
定
し
得
ざ
る
同
一
一
都
中
の
口
同
種
の
差
異
を

チ
ロ
シ
シ
に
て
鑑
定
す
る
と
と
也
亦
困
難
な
り
。
此
チ
ロ
シ
シ
反
聴
は
博
液
の
着
色
の
渥
淡
に
よ
り
て
品
種
を
鑑
定
す
る
も
の
た
る
散
に
、

粒
の
混
合
を
見
出
す
ζ
と
能
は
事
。
従
っ
て
賓
際
の
鑑
識
に
於
て
は
フ
ヱ
ノ
l
ル
に
よ
る
を
可
た
り
と
云
ふ
ぺ
E
Y

六

チ
ロ
シ
ナ

I
u
t
t
フ
Z

J
ラ
l
管
志
の
匪
別
に
闘
す
志
賀
験

ど
チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
は
モ
ノ
フ
ヱ
ノ

1
ル
類
に
も
作
用
す
る
が
故
に
、
既
報
の
如
〈
、

フ
エ
ノ
ヲ
1
ゼ
が
架
し
て
存
在
す
る
や
否
や
、
疑
ひ
を

生
中
る
に
亙
れ
h

九
よ
ワ

τ此
賓
験
に
於
て
、
チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
と
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ぜ
と
の
匡
別
に
闘
し
て
賓
験
し
、
以
て
小
擦
に
用
者
共
存
か
、

，・



チ
ロ
タ

y
に
よ
る
小
E
R
の
晶
縄
鑑
識

一
七
五

或
は
チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
の
み
掛
在
す
る
か
を
碓
め
ん
と
す
。

4
T
E
ψ

ナ
1
ゼ
は
チ
ロ
シ
ン
の
み
念
ら
歩
、
モ
ノ
フ
ヱ
ノ

1
ル
類
に
も
作
用
し
て
、
之
を
酸
化
す
。
さ
れ
E
多
慣
フ
ヱ
ノ
1
ル
陀
は
作
用

、，，

.

た
し
・

0
然
る
に
フ
ヱ
ノ
ラ

1
ゼ
は
チ
ロ
シ
シ
に
作
用
せ
守
し
て
、
多
慣
フ
ヱ
ノ
l
ル
に
作
用
す
。
さ
れ
ば
此
特
性
を
利
用
し
て
爾
者
を
匡

別
し
得
ペ
し
・
依
っ
て
共
の
如
く
貰
殿
堂
行
ひ
た
り
。

但
し
、
チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
、
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
の
定
義
は
従
来
研
賞
者
に
よ
っ
て

一
致
せ
ざ
る
が
如
し
・
本
研
究
に
於
て
は
、
共
の
如
き
定
義

の
下
に
賓
胎
を
行
引
い
た
り
.

チ
田
シ
ナ

I
Jゼ
自
チ
田
シ
シ
及
び
モ
ノ
ヲ
ヱ
ノ

1
ル
類
に
作
用
す
。

フ
ヱ
ノ
ラ
1
ぜ
H
多
慣
7

Z

ノ
1
ル
類
及
び
モ
ノ
フ
ヱ
ノ
1
ル
類
に
作
用
す
.

第

回

貰

験

、J

量
に
著
者
等
併
は
、
小
委
が
フ
Z

J

l
ル
・
バ
ヲ
ク
レ
ダ
1
ル、

ベ
ン
チ
ヂ
シ
、
グ
ア
ヤ
タ
チ
シ
A
T

等
に
よ
っ
て
倉
色
す
る
と
と
を
認
め

た
る
が
、
之
は
ヲ
S

J
ヲ
l
ゼ
の
み
念
ら
・
守
、
チ
ロ
シ
ナ
l
ゼ
に
て
も
起
る
着
色
怠
る
が
故
に
、
教
に
7

ヱ
y
ラ
1
ゼ
の
み
に
て
作
用
す
る

ヒ
ド
ロ
キ
ノ
ン
及
び
グ
ア
ヤ
コ

1
ル
を
用
ひ
て
貰
験
を
行
ひ
た
り
・

て
試

襲

滋
に
用
ひ
し
試
藁
は
次
の
二
種
な
り
。

(

A

V

 

ヒ
ド
ロ
キ
J

シ
を
二
%
の
水
溶
液
と
し
て
用
ふ
。

ハ
B
)

グ
ア
ヤ
コ
ー
ル
b
E
五
8
、
九
六
um
の
ア
ル
コ
ー
ル
六

O
U
に
加
へ
て
加
熱
、
溶
解
、
描
過
し
て
、
之
に
蒸
溜
水
一
一
一

O
U
を
加
へ
て
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第
二
表

ヒ
ド
ロ
キ
ノ
ン
.
グ
ア
ヤ
コ
ー
J.V.
ヲ
ヱ
}
-
J
.v
及
び
チ
ロ
シ
y
に
よ
る
着
色
の
相
互
関
係

ヒ
ド
ロ
キ
ノ

ソ
グ
ア
ヤ
コ

-
JJ.. 

7
ヱ
ノ
ー
ル

品
F毒
名

チ
ロ
シ
y

2
4
 
時
閲

4
8
 
時
間

4
8
 
時
関
24
時
間

奈
良
三
尺
2
滋
淡
茶
褐
E
一
茶
褐
色
I

淑
茶
褐
I
I
~
票
茶
色
茶
褐
色
直
帯
赤
茶
褐
色
E
黒
褐
色
iI 
色

農
株
1
 
君主
淡
茶
褐
E
一
茶
褐
色
I
混
茶
褐
色

茶
褐
色
皿
茶
褐
皿
一
茶
褐
色
E
黒
褐
色
浪
色

赤
d、
褒
淡
茶
褐
I
一
茶
褐
色
I
渡
茶
褐
色

業
褐
色
皿
茶
褐
皿
一
茶
褐
色
E
黒
褐
色
濃
色

珍
子
1
 
滋
淡
茶
褐
E
一
茶
褐
色
I
濃
茶
褐
色
E
茶
褐
色
皿
茶
手島

色
E
黒
褐
色
獲
色

在
島
1
 
滋
淡
茶
褐
E
一
茶
褐
色
I
祖
国
茶
・
褐
色

淡
茶
褐
色
I
茶
手島

色
班
黒
褐
色
獲
色

徳
島
筑
磨
29
盟主
淡
茶
褐
E
一
茶
褐
色
I

茶
褐
色
皿

累
積
色
調
色

M
a
l'q
u
泊

談
茶
褐
E
一
茶
褐
色
I
茶
褐
1
-
滋
茶
褐
色
E
茶
褐
色
皿
茶
稿

色
I
黒
褐
色
自慢
色

C
e
醐

淡
茶
褐
E
一
茶
褐
色
I

茶
褐
色
皿

累
積
色
自慢
色



西
村
談
茶
褐
I
一
茶
補
色
I

茶
褐
色
皿

筑
前
淡
茶
稲
E
ー
奈
褐
色
I
茶
褐
I
一
環
茶
褐
色
E
茶
褐
色
E

伊
賀
筑
後
オ
レ
~
γ
淡
茶
裕
色
I
談
茶
褐
1
-
茶
褐
色
E
淡
茶
褐
色
I

陸
寿司
1
 
量t
音E
褐
色
茶
褐
I
-@
 
色
E
淡
茶
褐
色
I

新
診
子
1
鍛
淡
茶
褐
色
E
淡
茶
褐
茶
褐
色
E
淡
茶
褐
色
I

@
 

セ
イ
チ
コ
後
茶
褐
色
E
淡
茶
褐
E
一
茶
褐
色
E

8
 

淡
茶
褐
色
I

局
回
昔を
事局
色

波
茶
褐
I
一
茶
褐
色
I
淡
茶
褐
色
I

'
貞
妨
主
習を
事局
色
I
淡
茶
褐
色

I
~
淡
茶
褐
色
I

首長
洲
9
 
鋭
償
費
補
色
E
淡
茶
禍
色
I
③
彼
黄
褐
色
E

l)aovson 
徴
責
褐
色
E
微
賞
褐
色
I
百
歳
葉
褐
色
E

備
考
1
 
@
印
・
・
・
底
部
は
漂
色
な
る
を
示
す
。

2
 
陸
羽
1
.
・
-
・
昭
和
14年

の
貧
.
，
~
温
色
、
昭
刻
17年

膏
厳
は
申
色
を
示
し
た
り
。

3
 
ヒ
ド
回
キ
J
ン
は
策
色
が
浪
く
、
グ
ア
ヤ
コ
ー
ル
は
補
色
が
溜
L、。

4
 
着
色
を
リ
ア
ヂ
ウ
ヱ
ー
標
準
色
の
近
似
色
に
τ
示
せ
ば
究
の
如
し
.

ヒ
ド
ロ
キ
ノ
y
着
色

黒
茶
色
Aniline
Black 

溜
茶
禍
色
1
S
epla 

ヨ夜
鴻
色
11
8
Q
U宵・
B
r
o
w
n

tト
E
ゐ
~
.!.! 
"
i
 l
'
Q
る
.
~
時
限
"
骨
量

猿
茶
褐
色
I
M
ロ
m
m
y
B
r
o
w
n
 

茶
褐
色
I
8
附
刷
。
'8
U
m
b
e
r
 

淡
茶
褐
色
I
&
y
.
1
 B
問
w
n

iJ'，!察褐色
潰
色

茶
鞠

色
I
渡
繁
華
骨
色
混
色

談
茶
褐
色
I
iJ'，!繁褐色

漉
色

淡
茶
禍
色
I
漫
察
手
ぬ
色
海
〈
申
色
)
I
 

淡
2夜
禍
色
I
浪
茶
褐
色

申

茶
手国

色
E
滋
茶
褐
色

申

淡
茶
褐
I
-
~
奈
褐
色

I
茶
褐
色

申

後
茶
褐
E
ー
淡
茶
褐
色
I
茶
褐
色

申

t袋
~
 
色
淡
茶
禍
色

不

微
賀
.
禍
色
I
不
着
色

不

捜
茶
褐
色
l
'
W
a
n
n
関
pia

茶
褐
色
1
Cinn
副
non
Bro¥¥'
目

減
策
補
色
1
'，lu棚，..o
I
W
e

!
明
~
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ロ
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町

E厳
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(Bl 
恒叫

4
弔
問
自
国

u
q

第

回

貰

験

第
二
表
に
よ
り
て
、
小
萎
は
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
ン
及
び
グ
ア
ヤ
コ

1
ル
に
よ
り
て
、
共
に
着
色
す
る
と
と
、
叉
別
に
賓
験
し
た
る
鹿
に
よ
れ
ば
、

此
着
色
す
る
小
事
実
粒
の
浸
出
液
に
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
ン
溶
液
を
注
加
す
れ
ば
、
日
数
乞
艇
る
に
従
う
て
着
色
す
る
を
見
た
る
放
に
、
フ
ヱ
ノ
ラ
ー

ゼ
が
小
委
粒
に
存
を
す
る
と
と
確
賓
と
云
ふ
ペ
し
・
而
し
て
同
表
に
よ
れ
ば
、
是
等
着
色
の
浪
淡
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
或
ば
チ
ロ
シ
ン
椿
液
の
遭

色
の
謹
淡
と
相
一
致
す
る
を
見
た
b
。

共
に
チ
ロ
シ
ナ
l
ゼ
は
一
般
に
耐
熱
性
弱
く
、

フ
ヱ
ノ
ラ

1
ゼ
は
之
よ
り
耐
熱
性
強
L
と
云
は
る
L
故
に
、
此
黙
に
闘
し
て
、
小
委
に
つ

き
て
弐
む
如
く
貰
敵
し
た
り
。

一

、

貰

験

の

方

法

先
づ
農
林
一
一
蹴
と
赤
小
委
と
守
揖
民
六

O
度、

キ
ノ
ン
、
グ
ア
ヤ
コ

1
ル
〈
以
上
フ
ヱ
ラ
l
ゼ
試
薬
v
、
チ
ロ
シ
ン
(
チ
ロ
シ
ナ
l
ゼ
試
襲
v
及
び
フ
ヱ
ノ
l
ル
、
パ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
(
以
上

一
O
O度
、
及
び
一
四
O
皮
に
於
で
二
時
間
加
熱
し
た
る
極
主
、
無
慮
理
粒
と
を
ヒ
ド
ロ



用
者
共
通
の
試
襲
)
の
五
種
一を
用
ひ
て
着
色
を
貰
験
し
た
る
結
果
は
、
第
三
表
の
弧
い
制

二

、

貰

験

の

結

果

第
三
表
に
よ
れ
ば
二
時
間
加
熱
に
於
て
、
輝
氏
一
四
O
度
に
置
き
し
粒
は
、
チ
ロ
シ
シ
溶
液
に
着
色
せ
・
?
・
然
る
に
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
シ
、
グ

ア
ヤ
コ
ー
ル
の
雨
試
葉
に
於
て
は
、
輝
氏
一
四
O
度
に
置
き
し
も
の
は
一

O
O度
、
六

O
度
の
加
熱
或
は
無
底
理
に
比
し
て
却
っ
て
温
色
た

り
を
。
と
れ
は
加
熱
に
よ
り
て
、
粒
の
元
の
色
が
浪
色
に
費
ぜ
し
矯
め
た
り
。
弐
に
一
四

O
度
底
理
粒
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
、
バ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル

に
て
は
着
色
す
れ
左
、
他
よ
.り
淡
し
。
而
レ
て
一

O
O度
、
六

O
度
加
熱
及
び
無
慮
理
は
大
瞳
同
ヒ
着
色
た
る
も
、
六

O
度
庭
理
粒
に
於

τ

4
7

ロシ

ν
に
よ
る
よ
引
裂
の
口
問
薦
鑑
識

一
七
九

最
も
温
色
の
傾
向
を
認
め
た
り
。

一
四

O
度
に
於
て
底
理
す
れ
ば
、
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
は
破
壊
せ
ら
る
L
矯
め
、
チ
ロ
シ
シ
液

は
着
色
せ
守
、
叉
フ
ヱ
ノ
1
ル
及
び
バ
ラ
タ
レ
J
y
l
ル
に
で
も
着
色
が
弱
く
た
る
を
認
む
。
然
る
に
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
シ
及
び
グ
ア
ヤ
コ
1
ル
に

以
上
の
事
責
に
よ
っ
て
、
二
時
間
乾
熱
に
て
、

て
依
然
滑
色
す
る
は
、

フ
ヱ
ノ
ヲ
1
ゼ
が
前
十
分
に
作
用
す
る
震
な
り
。
か
く
の
如
く
温
度
底
理
に
ょ
う
て
、
小
菱
に
二
種
の
酵
素
帥
ち
フ

ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
及
び
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
が
共
存
す
る
を
認
め
得
る
去
り
。

第

回

賓

験

菌
類
の
チ
日

V
ナ
l
ゼ
は
軍
氏
ム
ハ
五

i
七
O
度
に
て
破
壊
せ
ら
る
L
時
、
小
窓
会
の
歎
の
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
は
九
O
l九
五
度
に
於
て
始
め
て

破
寝
せ
ら
る
と
一
耳
ふ
0
・
と
れ
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
チ
回
シ
チ
I
ゼ
を
含
む
物
質
の
種
類
及
び
合
水
量
に
よ
り
て
、
そ
の
耐
熱
性
が
異
る
も
の

-
A

如
し
・

一
、
貰
験
の
方
法
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二

、

賓

験

の

結

果

.
第
四
表
に
よ
札
ば
、
チ
ロ

U
シ
着
色
は
輝
氏
一

O
O度
、
二

0
時
間
加
熱
に
よ
っ
て
掛
金
る
.
特
に
合
水
量
の
多
を
も
の
は
更
に
揖
く
な

p
、
一
二
O
度
に
て
は
更
に
決
包
と
怠
る
・
さ
れ
ど
倫
幾
分
着
色
す
@
又
フ
ヱ
ノ
1
ル
岩
色
は
揖
氏
一

O
O度
、
ニ

0
時
間
加
熱
に
よ
hv
て
は

着
色
は
護
き
が
、
合
水
量
の
多
き
も
の
は
明
か
に
潰
色
注
b
・
又
一
二

O
度
二

0
時
間
加
熱
に
於
て
は
、
繭
者
共
に
著
し
〈
着
色
が
横
し
・

衣
に
ヒ
ヂ
ロ
キ
J
ν

に
於
て
も
、
と
れ
に
同
E
き
傾
向
あ
る
も
、
フ
ヱ
ノ
1
ル
の
加
く
顕
著
た
ら
歩
。

お
こ
回
の
耐
熱
質
齢
、
の
結
果
を
考
察
す
れ
ば
‘
小
委
の
φ

ロ
シ
ナ
1
d唱
は
揖
民
一
四

O
康
二
時
間
加
熱
に
て
明
か
に
破
漉
せ
ら
れ
、

一

O
度
=
0時
間
加
熱
に
て
も
著
L
4弱
め
ら
れ
、
叉
水
分
多
き
粒
は
一

O
O度
二

0
時
聞
に
て
も
著
し
く
弱
め
ら
る
。
乾
埠
普
通
粒
に
於
て

は
一

0・0
度
ニ

0
時
聞
に
て
は
幾
分
弱
く
た
り
、

一
O
O度
二
時
間
に
て
は
無
鹿
理
と
同
じ
。

v
Z
ノ
ラ
1
ゼ
は
}
四

O
度
二
時
間
加
熱
に
て
未
姥
全
部
破
築
せ
ら
れ
や
、

一
二

O
度
ニ

0
時
聞
に
て
著
し
く
着
色
は
弱
ま
る
が
未
だ
作

用
あ
巾
り
。
〈
品
種
に
よ

9τ
多
少
差
異
あ
り

γ一
0
0鹿
に
て
は
無
慮
理
主
大
義
友

L
・

而
し
て
粒
の
含
水
量
的
多
少
の
影
響
は
明
か
た
ら

-
ヂ
。
か
く
し
て
、
ヲ
Z

J

ラ
1
ゼ
は
チ
ロ
合
ナ
1
ぜ
よ
り
耐
熱
性
の
高
を
と
と
が
認
め
ら
る
。

以
止
の
賓
融
に
よ
り
て
.
小
委
に
は
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
及
び
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
の
雨
者
が
共
存
し
て
、
フ
ヱ
ノ
1
ル
、
バ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
、
ベ

V
チ
ヂ
ン
等
の
試
繋
に
作
用
し
て
小
婆
粒
及
慢
出
液
に
そ
れ
ぞ
れ
の
着
色
を
白
星
す
る
を
認
む
る
た
担
。
而
し
て
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
は
チ
ロ
シ
ナ

ー
ゼ
に
比
し
て
耐
熱
性
高
し
。

七

、

幼

根

幼

芽

の

着

色

ヂ
世
少

Y
に
よ
る
小
委
の
品
鷲
鑑
識

久



り
。
而
し

τそ
の
場
合
、
費
生
し
た
る
幼
根
が
着
色
し
、
し
か
も
着
色
後
に
伸
長
が
停
止
す
る
を
認
め
た
り
。
是
等
の
事
賓
よ
り
し
て
、

ド
日
キ
ノ
シ
、
フ
ヱ
ノ
1
ル
等
と
小
萎
の
幼
根
、
幼
芽
の
着
色
と
の
闘
係
bz
迫
賀
す
る
露
め
に
、
共
の
如
き
賓
験
を
行
ひ
た
り
.

一
、
賞
験
の
方
法

ヒ

4r

ロシ
y
に
よ
る
小
委
の
品
穏
鑑
識

八

前
述
の
ヒ
ド
日
キ
ノ
ン
の
賓
験
に
於
て
、
著
者
等
は
小
委
の
よ
く
費
芽
す
る
を
認
め
た
り
。
ょ
っ
で
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
シ
は
費
芽
促
進
の
効
果

あ
る
に
あ
ら
や
と
の
疑
を
ー生
じ
、
之
が
効
果
の
有
無
を
確
め
ん
が
矯
め
に
、
別
に
賓
験
を
行
ひ
た
る
も
、
費
芽
促
進
の
効
果
無
き
を
認
め
た

果
皮
が
種
々
の
程
度
に
着
色
す
る
品
種
を
若
干
濯
び
て
、

一
旦
費
芽
せ
し
め
た
る
後
に
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
シ
或
は
フ
ヱ
ノ
l
ル
を
二
日
宛
註
加

じ
て
、
果
皮
の
み
な
ら
や
幼
根
、
幼
芽
の
着
色
を
も
試
雌
し
た
り
。
昭
和
一
七
年
二
月
一
一
六
日
に
小
委
粒
を
置
床
し
、
二
月
二
八
日
に
フ
ヱ

ノ
ー
ル
或
は
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
シ
を
注
加
し
て
、
一
二
月
二
日
に
着
色
を
翻
察
せ
り
。

二

、

賓

験

の

結

果

お
賓
臥
闘
の
結
果
は
第
五
衰
の
如
し
・

第
五
表
に
よ
れ
ば
、
幼
棋
の
着
色
は
明
か
に
果
皮
の
着
色
の
漫
淡
に
相
一
致
す
。
幼
芽
の
着
色
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
の
場
合
に
は
認
め
ら
る
れ

ど
、
ヒ
H
T

ロ
キ
ノ
シ
の
場
合
に
は
認
め
ら
れ
ぎ
り
き
.

又
同
一
一
試
料
中
に
て
も
フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
幼
芽
が
着
色
す
る
も
の
と
着
色
せ
ざ
る
も
の
と
あ
り
た
り
。
此
場
合
に
は
、
着
色
せ
る
幼
芽
は

不
着
色
幼
芽
よ
り
も
著
し
く
短
か
し
・
之
乞
鏡
検
す
れ
ば
金
慣
が
淡
く
着
色
L
て
明
か
に
原
形
質
分
離
b
L
な
し
て
死
せ
る
を
認
む
。
恐
ら
く

幼
芽
に
フ
ヱ
ア
ー
ル
が
作
用
し
て
原
形
質
分
離
帽
を
起
し
て
死
す
る
と
同
時
に
、
幼
芽
は
着
色
す
る
も
の
h
如
く
見
え
、
生
長
を
槙
く
る
聞
広

着
色
せ
ざ
る
も
の
な
ら
ん
。

ヒ
ド
ロ
キ
ノ
シ
に
て
は
、
幼
芽
が
生
長
を
続
く
る
が
故
に
着
色
せ
ざ
る
な
み
。



フヱ Jール及びヒドロキノンによる粒第五表

の着色と幼根幼芽の着色との開係

ブ Z二 ノ ー 11-

品 調
果 幼 芽

奈良三尺2滋 黒褐色 茶褐色I 淡茶褐色I・・・着色せる幼芽は少し

赤 d、 lii 黒褐色 茶禍色E 談茶褐色卜・・幼費Fの着色したるものは少し

貞 f1j 主 混茶褐色 淡茶褐色I 淡茶褐色I・・・全部幼芽着色ず

畠 回 滋策事局色 淡茶褐色I 淡茶褐色卜・・着色し?とる幼穿多し

援洲 9 滋 淡茶褐色 淡策禍色E 談茶褐色EJ芽の勢多少〈、着色しT占るも し

Daw嗣 n 殆んど不箆色 淡茶褐色E 淡茶褐色E・・・着色しj;よる幼努は少し

チ
ロ
シ

γ
に
よ
る
小
褒
の
品
積
鑑
識

全試料共に幼芽の着色したものは不着色に比鮫じて短し.之等を臨検すれば

芽鞠部全国が覇軍く着色して明に原彰質分般をなして死せるを認む。

備考

ヒ ド ロ キ ノ y 

品 濁

根|果 幼 努

連主 d、 ヨ寄 滋茶褐色I

貞 tち 主淡茶褐色I 淡茶褐色I 着色なし

Daw蜘 不着色 淡茶褐色I 着色なし

幼
棋
は
明
か
に
巣
皮
の
浪
淡
と
相

致
し
て
着
色
す
の
而
し
て
、
そ
の
着
色

し
た
る
幼
棋
は
以
後
成
長
を
停
止
す
る

た
り
。
と
れ
又
幼
根
が
薬
液
に
倭
さ
れ

て
死
す
る
と
同
時
に
、
叉
着
色
す
る
な

ら
ん
・要

之
、
フ
ヱ
ノ
1
ル
、
ヒ
ド
ロ
キ
ノ

ン
の
如
き
礎
液
を
注
加
す
れ
ば
、
幼
芽

幼
根
は
原
形
質
分
離
離
の
結
果
死
し
て
、

根
茅
に
含
ま
る
L
酵
素
は
よ
り
て
酸
化

せ
ら
札
て
根
芽
に
着
色
す
@
而
じ
で
、

そ
の
着
色
程
度
は
粒
の
果
皮
の
着
色
に

一
致
す
る
な
り
。
か
く
幼
根
及
び
幼
芽

に
於
て
も
果
皮
に
於
け
る
と
同
巳
〈
、

そ
の
内
に
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
及
び
チ
ロ
シ

ナ

1
ゼ
を
含
有
す
る
を
認
む
・

]
八
=



チ
ロ
か
げ
ず
に
よ
る
小
餐
の
品
緩
鑑
識

{
八
四

八
、
考

察

既
報
の
貨
験
に
よ
れ
ば
、

フ
ヱ
〆
1
ル
の
み
な
ら
や
、
バ
ラ
ク
レ
メ
ー
ル
に
て
も
等
し
く
小
委
の
品
種
鑑
定
を
色
体
し
得
る
と
と
を
見
た
る

が
、
前
述
の
賓
験
に
於
て
は
、
チ
ロ
シ
シ
に
よ
り
て
も
7

ヱ
ノ
l
ル
等
と
殆
ん

ε並
行
的
に
品
種
鑑
定
生
左
し
得
る
を
見
た
b
・
か
く
の
如

く
、
フ
ヱ
ノ
1
ル
、
パ
ラ
タ
U
M
Jノ

l
ル
、
チ
ロ
シ
シ
等
に
作
用
す
る
酵
素
は
果
し
て
何
々
な
り
や
と
一
耳
ふ
と
と
な
り
@
印
ち
前
報
に
於
て
は

フ
Z

ノ
ラ
1
ゼ
に
困
る
友
ら
ん
と
述
べ
し
も
.
チ
ロ
ク
ン
に
作
用
す
る
も
の
は
チ
ロ
シ
ナ
l
ぜ
な
る
故
に
、
フ
エ

y
ラ
1
ゼ
の
他
に
チ
ロ
シ

ナ
l
ゼ
の
存
在
を
も
考
へ
ざ
る
べ
か
ら
歩
。
而
し
て
拾
に
問
題
と
念
る
は
フ
ヱ
ノ
ラ
I
ゼ
も
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
と
共
存
し
て
、
色
々
の
襲
口
聞
に

封
し
て
靖
色
を
呈
す
る
か
、
或
は
品
リ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
単
調
に
よ
る
か
た
り

而
し
て
之
を
解
決
せ
ん
が
錫
め
に
、
本
研
究
に
於
て
種
h

の
藁
剤

に
℃
賓
験
し
‘
且
つ
前
回
報
告
の
賞
験
結
果
と
綜
合
し
て
考
察
し
た
る
結
果
、
小
宴
に
フ
ヱ
J

ラ
I
ゼ
及
び
ヂ
ロ
シ
ナ
I
ゼ
の
補
酵
素
が
共

存
し
て
協
同
作
用
b
L
た
す
も
の
ξ
見
る
を
安
官
な
り
と
す
。
卸
ち
チ
ロ
シ
ン
に
作
用
す
る
は
チ
ロ
シ
ナ
l
ゼ
な
る
ぺ
〈
、
ヒ
F
ロ
キ
メ
u
r

及

び
グ
ア
ヤ
コ

1
ル
に
作
用
す
る
ほ
ア
ヱ
J

ラ
l
ゼ
な
る
べ
く
、

フ
ヱ
ノ
1
ル
、
バ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
、
ペ
ン
チ
ヂ
ン
、
グ
ア
ヤ
ク
チ
ン
キ
等
に

作
用
す
る
は
南
者
協
同
作
用
な
る
べ

L
，

ワ
ヱ
ノ
ラ

1
ゼ
に
比
較
す
れ
ば
、
チ
ロ
シ
ナ
l
ゼ
は
先
づ
作
用
す
べ
き
物
質
を
費
化
し
て
、

フヱ

y
ヲ
1
ゼ
の
作
用
を
容
易
に
受
け
得
る

も
の
と
な
し
、
更
に
フ
ヱ
ノ
ヲ
l
ゼ
と
同
様
の
作
用
に
よ
っ
て
之
生
分
解
す
る
性
質
あ
り
と
ま
ふ
げ
・
前
記
小
委
の
賓
験
に
於
℃
も
周
様
の

傾
向
を
認
め
売
り
。
更
に
叉
チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
は
フ
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
に
比
し
て
耐
熱
性
の
弱
き
と
左
既
知
の
如
く
た
る
が
、
小
事
実
を
種
々
の
温
度

に
で
加
熱
し
‘
以
て
聴
聞
わ
反
臨
b
k
昆
た
る
に
、
小
婆
に
含
ま
る
L

ワ
ヱ
ノ
}
フ
1
ゼ
及
び
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
に
於
て
も
、
耐
熱
性
に
鯛
し
、
雨



者
に
差
異
あ
る
を
蕗
め
た
り
。

以
上
の
観
艶
よ
争
す
，
れ
ば
、
小
委
に
は

v
z
ノ
ラ

1
ゼ
及
び
チ
ロ
シ
ナ

1
ゼ
め
南
極
が
共
存
し
て
、
フ
ヱ
ノ
1
ル
、
チ
回
シ
ン
、
.
ハ
ラ
タ

レ
ゾ
l
ル
、
ペ
ン
チ
ヂ
ン
等
に
着
色
反
躍
を
呈
す
る
と
と
明
か
な
り
と
認
め
得
。

賓
行
止
に
つ
き
て
考
察
す
る
に
、

チ
ロ
シ
ン
に
よ
る
小
窓
会
品
種
鑑
定
は
、
着
色
別
の
階
般
少
く
、
且
つ
溶
液
な
る
故
に
.
着
色
の
槙
本
を

備
ふ
る
に
使
な
ら
去
y
。
之
に
反
し
て
フ
ヱ
ノ
I
t
N
に
丈
は
小
委
の
乾
燥
槙
本
を
備
《
得
て
便
利
な
れ
y
.

叉
チ
ロ
止
V

シ
に
て
は
混
合
品
種
を
医

別
す
る
と
と
能
は
や
。
依
っ
て
か
撃
に
チ
ロ
シ
シ
訟
に
て
品
種
鑑
識
b
E
な
し
得
る
と
す
る
も
、
そ
の
賞
用
的
債
値
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
法
に
比
し

丸
、
摘

要

て
劣
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。

‘. 

一
、
若
し
小
委
に
チ
ロ
シ
ナ
1
ぜ
が
存
在
す
れ
ば
、
チ
ロ
ψ

ン
裕
液
に
て
小
委
を
慮
理
す
れ
ば
、
特
殊
の
呈
色
反
跡
事
を
昼
す
ベ
し
・
此
見
地

に
ょ
っ

τ昭
和
一
四
年
乃
至
一
七
年
に
小
菱
一
五
八
割
山
和
じ
っ
き
て
、
チ
ロ
シ
ン
反
癒
を
試
験
し
・
且
つ
既
報
の
フ
ヱ
ノ
l
ル
着
色
法
と

相
比
較
し
、
以
て
品
種
鑑
識
O
効
果
を
研
究
し
た
り
。
叉
小
委
の
フ
Z

J

1
ル
反
慮
、
ヂ
ロ
シ
ン
反
臨
等
は
果
し
て
7
ヱ
ア
ラ
ー
ゼ
及
び

チ
回
投
ナ
l
ゼ
の
皐
満
作
則
な
る
か
、
或
は
雨
者
共
存
協
同
作
用
な
る
か
を
明
か
に
な
S
ん
と
し
て
別
に
賓
験
を
行
ひ
た
り
。

二
、
チ
ロ
シ
シ
試
薬
は
二
種
を
作
れ
b
。
邸
ち
前
の
貰
験
に
於
て
は
燐
酸
第
一
加
里
溶
液
一

oouと
、
燐
酸
第
二
曹
建
一

0
0
α
と
の
混

A
円
液
に
ヂ
ロ
シ
シ

0
・
7
6を
加
へ
て
加
熱
溶
解
し
て
試
襲
と
な
せ
り
。
又
後
の
賓
験
に
於
て
は
、
チ
ロ
シ
シ

0
・0
五
8
を

0
・0
四
d
w
の

無
水
炭
酸
曹
達

-oom
に
加
へ
℃
加
熱
溶
解
し
て
試
薬
に
用
ひ
た
り
。

千
回

y
uJ
に
よ
る
小
皿
賓
の
品
頒
鑑
識

一
八
五



ヂ
ロ
シ
ン
に
よ
る
小
委
の
品
種
鑑
識

一
八
六

一
二
、
小
委
を
水
浸
し
、
嬬
氏
二

O
度
に
二
四
時
間
置
き
た
る
後
に
、
水
を
去
り
、
前
記
チ
ロ
シ
シ
溶
液
を
加
へ
て
、
ニ

O
度
に
置
き
て
、
一
二

時
間
及
び
二
四
時
間
後
に
、
粒
色
並
に
溶
液
の
着
色
を
検
定
し
た
り
・

四
、
前
項
の
如
く
慮
理
す
れ
ば
‘
黒
褐
色
の
メ
ラ
=
ン
を
生
守
、
而
し
て
そ
の
量
に
よ
り
て
、
着
色
を
漫
色
、
中
、
淡
色
、
不
着
色
の
四
階

般
に
分
ち
得
る
を
見
た
り
。
か
く
し
て
チ
ロ
シ
シ
法
に
よ
る
も
小
委
を
四
群
に
大
別
し
得
る
な
り
。

五
.

7

ヱ
ノ
1
ル
と
チ
ロ
シ
シ
と
の
比
較
に
於
℃
賞
用
上
k
り
す
れ
ば
、

フ
ヱ
ノ
1
ル
を
用
ひ
て
小
委
の
品
種
一を
鑑
識
す
る
と
と
が
.
チ
ロ

シ
シ
を
用
ふ
る
£
り
も
有
効
適
切
な
る
を
認
め
た
り
・

六
、
チ
ロ
シ
ン
着
色
の
議
決
と
ブ
ヱ

F
1
ル
着
色
の
議
決
と
は
相
一
致
す
る
が
放
に
、
そ
の
潜
色
は
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ、

7
z
p
ラ
l
ゼ
が
共

存
し
て
作
用
す
る
か
、
或
は
チ
ロ
シ
ナ
1
ゼ
の
み
に
よ
る
か
明
ら
か
な
ら
ざ
る
故
に
、
之
に
閲
し
て
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
シ
、
グ
ア
ヤ
コ

1
ル、

フ
エ
ノ
1
ル、

チ
ロ
シ
シ
、
バ
ラ
ク
レ
ゾ
ー
ル
等
を
剤
ひ
て
比
較
研
究
し
、
或
は
耐
熱
性
の
試
験
を
た
し
た
る
結
果
、
小
葬
に
は
二
種
の

酸
化
酵
素
、
卸
V
ア
ヱ
ノ
ラ
1
ゼ
と
チ
ロ
シ
ナ
l
ゼ
と
が
共
存
し
て
共
同
作
用
を
な
す
堂
認
め
た
り
。

七
-
小
葬
の
幼
植
物
の
幼
根
も
ヒ
ド
ロ
キ
ノ
て

フ
ヱ
ノ
1
ル
に
て
着
色
す
。
幼
芽
は
フ
ヱ
ノ
1
ル
の
場
合
に
着
色
す
れ
ど
、
ヒ
ド
田
キ
/

シ
に
で
は
着
色
せ
ざ
り
を
・
幼
根
、
劫
芽
が
死
せ
る
時
に
始
め
て
着
色
す
る
も
の
な
ら
ん
・
幼
植
物
慣
に
も
果
皮
と
同
ヒ
〈
フ
ヱ
ー
ヲ
l

ゼ
、
チ
ロ
シ
ナ
l
ゼ
を
有
す
る
も
の
k
如
し
・

附
記

本
質
験
に
於
て
は
本
庄
、
川
口
雨
農
事
十
.γ

慣
は
し
た
る
慮
多
し
・
設
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
。
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